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目的　 木造三 階建 て住宅が急 増す る中で、 それら が構 造安全性に欠け ることが、 さまざ

まなところで指摘 され始めてい る。 間口 方向 の耐力壁 を バランス良く配置していないこと

がその原因の ひとつであ る。こうし た情報が、 消費 者に は届かないままに、 その供給だけ

は増加している現状がある。早急な問題解 決が必 要とさ れる中で、大阪府堺市は9   8 年１

0 月に爾査 を行ない、実状を把 握した上で、消費者保 護 の立場に 立った取 り組 みを打 ち出

している。本研究は、木造三階建て在宅 の欠 陥原因 の所 在 を探 るとともに、先 駆的 な行政

の取 り組みとして堺市を取り上げ、検討していく。

方法　 欠 陥住宅京都ネット では電話に よる相談を行 ない、こ れまでに7   6 件のデータを

収集し てい る。そのうち木造三 階建て住宅3    8事例 につ い て分析 を行なう。また、大 阪府

堺市に対し て、①9   8 年1    0 月に行なった調査 の方法と 結果、 ②99 年 １月 からmm する

取り 組みの内容について。9   8 年1    2月にヒアリング調 査を実施している。

結果　 木 造三階建て住宅の主な特徽 は、(1)狭小敷地い っ ぱいに 建てら れる、(2）一 階部分

に車庫を設ける、などである。これら は、 間口方向 の耐 力壁 の不足につ ながっ てお り、構

造安全 性の確 保を困難にする原因の ひとつに なっている 。現状で は、消 費者 のニ ーズ に対

応し て一階部分に車庫が設けら れたり。二 階に も大 きなL   D K が設けら れる傾向 があ る。

し かし、安全 な住宅を供給するために は、と くに一 階間口方向の 耐力量 をバ ランス良 く配

置す る必 要がある。その実現のために、堺市 は現場 の実 態 を把 握する とともに、工事 の途

中でのチェ ックを行なっている。
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目的　　 気候・風土に対応した住生活の大切さが指摘されるようになって久しい。住宅広告

にも環境共生住宅について記載されるようになり，最近，地域性への配慮を前面に出した住宅広

告も見られるようになった。依然として，ハード面が強調されてはいるものの，伝統的な住まい

方の見なおしなども指摘されはじめている。しかし自然や環境と調和しながら暮らす住み手の生

活力は低下している。本報では，住宅広告情報を読み解く力，いわゆるメディアリテラシーの育

成の観点から，大学生と親・祖父母世代との，暑さ・寒さをやわらげる生活力について比較・検

討したので結果を報告する。

方法　　1996 年７月～10 月に，大学生220  名，その親・祖父母247 名を対象に，自記式質

問紙調査をおこなった。有効回収票数は，それぞれ　220,    193であった。

結果　　 大学生と親・祖父母世代を比較すると，つぎの点が指摘できる。大学生は，①住ま

いの環境について関心が低い, ②部屋の涼しさや暖かさを判断するのに，自然環境よりも人工的

な環境に頼っている, ③暑さや寒さをやわらげるのにモノに依存している，④自然環境や季節の

変化への知識が生活実感と結びついていない, ⑤季節の変化などへの関心が薄い，⑥住環境に関

する基礎的・基本的な知識が習得されていない，などである。住み手の気候・風土への対応力を

育むことが，メディアリテラシー育成の要点である。

256


